
旭日大教会 1月連絡報

 
連 

絡 

報

発行
旭日大教会
令和 7 年

立教 188 年

1 月号

　

同
封
物

　

旭
日
大
教
会
活
動
計
画
表
・
・
・
・
・
・
・
・
１
枚

　
学
生
担
当
委
員
会

　
　

春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
チ
ラ
シ
・
・
・
・
１
枚

　

目
　
次

　

新
年
の
挨
拶
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
Ｐ

　

総
務
部
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
Ｐ

　

教
養
部
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
～
２
Ｐ

　

布
教
部
・
事
務
部
・
担
任
会
・
・
・
・
・
・
・
２
Ｐ

　

月
次
祭
役
割
表
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
３
～
４
Ｐ

　

婦
人
会
・
少
年
会
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
５
Ｐ

　

学
生
担
当
委
員
会
・
・
・
・
・
・
・
・
・
５
～
６
Ｐ

　

大
教
会
の
動
き
・
予
定
・
・
・
・
・
・
・
・
・
６
Ｐ

神殿内外大掃除
12 月 8 日

お餅つき
12 月 28 日



旭日大教会 1月連絡報

　
新
年
の
ご
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旭
日
大
教
会
長
　
岡
本
善
弘

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は

旭
日
大
教
会
の
上
に
も
真
実
の
お
心
寄
せ
を
賜
り
ま
こ
と
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
教
祖
百
四
十
年
祭

活
動
仕
上
げ
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
に
も
旭
日
大
教

会
創
立
百
三
十
周
年
記
念
祭
を
六
月
一
日
（
日
）
に
執
り
行

わ
せ
て
頂
き
ま
す
。
多
く
の
方
が
参
拝
さ
れ
る
よ
う
ご
丹
精

の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
具
体
的
な
目
標
と
し
て
「
参
拝
者
・
お
つ
と
め
奉

仕
者
の
増
加
」
を
掲
げ
、
特
に
そ
れ
ぞ
れ
の
教
会
の
月
次
祭

に
大
勢
人
が
集
ま
る
よ
う
丹
精
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
月
次
祭
に
参
拝
し
て
頂
く
方
を
御
守
護
い
た
だ

く
の
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
も
「
各
種
行
事

を
活
か
し
て
の
人
材
育
成
」
と
い
う
こ
と
に
心
を
置
き
、
大

教
会
の
諸
行
事
、
婦
人
会
、
青
年
会
、
少
年
会
、
学
生
会
な

ど
工
夫
を
凝
ら
し
て
行
事
を
企
画
し
、
開
催
さ
せ
て
頂
い
て

い
ま
す
。
大
教
会
創
立
百
三
十
周
年
記
念
祭
に
も
多
く
の
ひ

の
き
し
ん
の
方
が
必
要
で
す
の
で
、
人
材
育
成
の
一
環
と
し

て
も
ぜ
ひ
活
用
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
加
え
、
中
田
善
亮
表
統
領
よ
り
、
年
祭
活
動
仕
上

げ
の
年
、
今
ま
で
の
「
に
を
い
が
け
・
お
た
す
け
」
の
成
果

と
し
て
「
お
ぢ
ば
が
え
り
の
促
進
」
と
い
う
こ
と
を
打
ち
出

さ
れ
ま
し
た
。
身
上
・
事
情
の
平
癒
の
お
願
い
、
ま
た
、
御

守
護
頂
い
た
お
礼
に
と
、
で
き
る
限
り
お
ぢ
ば
が
え
り
を
さ

せ
て
頂
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
人
材
育
成
の
大
切
な
角
目
と

し
て
、
別
席
者
・
修
養
科
生
・
講
習
生
を
御
守
護
い
た
だ
く

こ
と
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
お
ぢ
ば
の
理
に
よ
っ
て
人
は
成
人

し
て
い
き
ま
す
。

　
「
お
ぢ
ば
が
え
り
」
を
声
を
か
け
合
っ
て
、
多
く
の
方
々
と

共
に
進
め
る
た
め
に
、
十
月
二
十
六
日
（
日
）
の
秋
季
大
祭

の
日
に
、「
旭
日
お
ぢ
ば
が
え
り
団
参
」
を
計
画
し
ま
し
た
。

大
教
会
の
創
立
百
三
十
周
年
記
念
祭
が
終
わ
っ
て
歩
み
を
止

め
て
し
ま
う
こ
と
な
く
、
教
祖
百
四
十
年
祭
に
向
か
っ
て
三

年
千
日
通
り
き
り
ま
し
ょ
う
。

▼
1
月
定
例
役
員
会
議
に
つ
い
て

　

1
月
24
日
に
役
員
・
教
会
長
夫
妻
研
修
会
開
催
の
為
、
今

月
の
役
員
会
議
は
、
26
日
午
後
3
時
よ
り
行
い
ま
す
。

▼
教
養
掛

　

12
月
15
日
よ
り　
　
　
　
　

12
月
27
日
よ
り

　
　

奥　

田　

雅　

則
先
生　
　
　

松　

田　

信　

次
先
生

　
　

お
つ
と
め
く
だ
さ
っ
て
お
り
ま
す

　

1
月
15
日
よ
り　
　
　
　
　

1
月
27
日
よ
り

　
　

田　

中　

雄　

治
先
生　
　
　

山　

本　

幹　

夫
先
生

　
　

お
つ
と
め
く
だ
さ
い
ま
す
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▼
修
養
科
一
〇
〇
〇
期
修
了
者

　
〔
直　

轄
〕
岡
本　

孝
雄　
　
〔
直　

轄
〕
吉
川　

正
夫

　
〔
十
津
川
〕
辻　
　

成
実　
　
〔
十
津
川
〕
乾　
　

純
子

　
〔
神　

菅
〕
松
田　

祐
輝　
　
〔
鷲　

尾
〕
松
本　

健
子

▼
修
養
科
一
〇
〇
三
期
志
願
者

　
〔
菊　

都
〕
柳
澤　

実
季　

▼
布
教
の
家
卒
寮
生
の
集
い
ご
案
内

　

日
頃
は
お
道
の
ご
用
の
上
に
、
中
で
も
大
教
会
の
上
に
、

ご
丹
精
頂
き
ご
苦
労
様
に
存
じ
ま
す
。

　

教
祖
百
四
十
年
祭
の
三
年
千
日
も
あ
と
一
年
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
令
和
7
年
6
月
1
日
（
日
）
に
は
旭
日
大
教
会
創
立

百
三
十
周
年
記
念
祭
が
開
催
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
初
の
試
み
と
し
て
旭
日
大
教
会
布
教
部
に
お

き
ま
し
て
、
こ
の
度
布
教
の
家
卒
寮
生
の
皆
様
に
お
集
ま
り

頂
き
、
懇
親
を
深
め
る
と
共
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
気
持
ち
を
よ

り
一
層
勇
ま
せ
て
頂
き
、
教
祖
年
祭
、
大
教
会
記
念
祭
に
向

け
て
決
起
の
機
会
と
な
る
よ
う
、
左
記
の
通
り
布
教
の
家
卒

寮
生
の
集
い
を
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

　

日　

時
：
令
和
7
年
1
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
午
後
7
時

　

場　

所
：
旭
日
大
教
会　

四
階
講
堂

　

内　

容
：
お
つ
と
め
・
感
話
・
懇
親
会
（
食
事
）

　

対　

象
：
布
教
部
・
布
教
の
家
卒
寮
生

▼
本
部
食
券
に
つ
い
て

　

1
月
の
本
部
食
堂
（
第
1
食
堂
）
の
利
用
日
は
、
25
日
及

び
26
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
両
日
は
土
・
日
曜
日
で
す
の

で
多
く
の
利
用
者
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
食
券
の
申
込
締
め
切

り
は
1
月
18
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
利
用
さ
れ
る
教

会
は
お
早
め
に
大
教
会
事
務
所
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

 

▼
訃
報

　

久
永
分
教
会
四
代
会
長　

井
原
孝
仁
先
生
に
お
か
れ
ま
し

て
は
令
和
6
年
12
月
25
日
午
後
4
時
45
分
に
お
出
直
し
に
な

ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

享
年
55
歳

　

告
別
式
は
12
月
30
日
に
久
永
分
教
会
に
て
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

つ
つ
し
ん
で
ご
生
前
の
ご
遺
徳
を
お
偲
び
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
担
任
会
費
に
つ
い
て

　

来
た
る
1
月
24
日
、
役
員
・
教
会
長
夫
妻
研
修
会
の
受
付

に
於
い
て
、
前
期
分
の
担
任
会
費
（
二
千
円
）
を
徴
収
致
し

ま
す
の
で
、
各
直
属
で
ま
と
め
て
納
め
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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春  

季  

大  

祭   

役  

割  

表
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祭

主

大

教

会

長

扈

者

庄

司

雅

一

山

﨑

信

宜

賛

者

岩

﨑

真

一

松

田

勝

指

図

方

辻

茂

献

饌

長

辻

茂

岩

﨑

芳

和

松

田

清

重

庄

司

雅

一

池

田

満

木

村

宇

平

山

﨑

信

宜

木

下

裕

司

奥

村

孝

文

岡

本

孝

雄

岩

﨑

真

一

辻

真

松

田

勝

伝

供

山

本

弘

幸

松

浦

道

隆

栗

栖

文

夫

山

本

信

一

庄

司

博

藤

井

孝

夫

山

﨑

義

道

山

本

幹

夫

柳

瀬

堅
一
朗

松

田

悟

大

野

光

芳

八

足

岩

﨑

真

一

松

田

勝

松

浦

道

隆

藤

井

義

雄

庄

司

雅

則

村

井

和

正

田

中

正

良

◎
庄

司

道

治

◎
𠮷𠮷

田

雅

彦

美

田

朋

英

(箏)
関

真

次

南

本

晃

成

木

村

直

明

田

中

雄

治

(太)

楽

人

藤

井

義

雄

庄

司

雅

則

村

井

道

弘

西

岡

道

治

(琵)

(鞨)

松

田

信

次

松

田

拓

道

田

中

正

寿

俣

野

明

治

（
壱
越
調
）

松

田

実

山

村

法

生

奥

田

雅

則

小

奥

慶

治

西

岡

優

岩

﨑

貴

史

岩

﨑

満

庄

司

裕
美
子

(鉦)

松

田

道

和

◎
村

井

諭

村

井

和

正

松

田

祐

輝
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座

勤

前

半

後

半

松

田

清

重

木

村

宇

平

美

田

朋

英

地

方

田

中

正

良

山

﨑

信

宜

木

村

直

明

庄

司

道

治

南

本

晃

成

藤

井

義

雄

大

教

会

長

庄

司

雅

一

辻

真

岩

﨑

芳

和

𠮷𠮷

田

雅

彦

松

浦

道

隆

て
を
ど
り

池

田

満

木

下

裕

司

村

井

和

正

会

長

夫

人

南

本

サ
ツ
ヱ

庄

司

英

美

松

田

鈴

子

辻

左

知

子

山

﨑

さ
と
え

𠮷𠮷

田

恵

子

山

村

美

恵

𠮷𠮷

田

せ

つ

笛

岩

﨑

真

一

岡

本

孝

雄

松

田

実

チ
ャ
ン
ポ
ン

辻

茂

山

本

弘

幸

大

野

光

芳

拍

子

木

久

保

善

宣

山

本

信

一

小

奥

慶

治

太

鼓

奥

村

孝

文

松

田

信

次

俣

野

明

治

す

り

鉦

松

田

勝

松

田

拓

道

庄

司

博

小

鼓

関

真

次

庄

司

雅

則

岩

﨑

貴

史

琴

木

村

昌

子

森

下

由
紀
子

谷

口

茂

美

三

味

線

庄

司

典

子

坂

本

み
さ
子

加

美

和

子

胡

弓

松

田

和

代

奧

村

は
る
恵

保

田

テ

ル

神

殿

講

話

大

教

会

長

御

供

受

付

森

下

豊

藤

井

義

一

三
曲
後
片
付

山

村

美

恵

山

﨑

さ
と
え

坂

本

み
さ
子

辻

花

子

前

田

理

恵

霊
祭
当
番

村

井

良

昭

山

﨑

信

宜

南

本

晃

成

辻

真
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▼
立
教

188
年
委
員
部
長
講
習
会
（
第
52
回
）

　

日　

時
： 

2
月
24
日
（
月
）
開
催

　

1
月
中
に
委
員
部
長
に
直
接
案
内
を
致
し
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

▼
第
54
回
少
年
会
旭
日
団
総
会
に
つ
い
て

　

本
年
3
月
29
日
（
土
）
に
左
記
の
通
り
第
54
回
少
年
会
旭

日
団
総
会
を
開
催
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

　

日　

時
：
3
月
29
日
（
土
）　

午
前
9
時
30
分
受
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

10
時
開
会

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
日
各
教
会
に
郵
送
に
て
ご
案

内
致
し
ま
す
。

▼
中
学
生
練
成
会
に
つ
い
て

　

本
年
も
左
記
の
通
り
中
学
生
練
成
会
の
開
催
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
詳
細
は
、
後
日
各
教
会
及
び
対
象
会
員
の
ご
家

庭
に
郵
送
に
て
ご
案
内
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

　

日　

時
：
3
月
28
日　

9
時
受
付

　
　
　
　
　

少
年
会
総
会
終
了
後
解
散

　

参
加
費
：
一
〇
〇
〇
円

　

対　

象
：
新
中
学
一
年
生
～
新
中
学
三
年
生

　
▼
旭
日
団
鼓
笛
バ
ン
ド
隊
員
募
集
に
つ
い
て

　

少
年
会
旭
日
団
鼓
笛
バ
ン
ド
で
は
、
鼓
笛
隊
員
を
募
集
し

て
お
り
ま
す
。
教
会
に
つ
な
が
る
少
年
会
員
に
お
声
が
け
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　

【
活
動
予
定
】

　
1
月
19
日　

１
日
練
習
（
9
：
00
～
16
：
00
）

▼
学
生
生
徒
修
養
会
（
大
学
の
部
）
申
し
込
み
始
ま
る 

　

期　
　

間
：
3
月
4
日
～
8
日
（
4
泊
5
日
） 

 　

受
講
対
象
：
大
学
、
大
学
院
、
各
種
専
門
学
校
に
在
学
中
で
、 

全
期
間
を
通
し
て
受
講
で
き
る
学
生

 　

受
講
御
供
：
一
万
円 (

4
日
集
合
時
に
大
教
会
で
納
め
て

く
だ
さ
い) 

 　

申
込
方
法
：
必
要
事
項
を
記
入
し
た
受
講
願
書
を
大
教
会

事
務
所
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

 　

申
込
期
間
：
12
月
25
日
～
2
月
15
日

 　

集 　
　

合
：
3
月
4
日 

午
前
9
時
30
分　

大
教
会

 　

解 　
　

散
：
3
月
8
日 

午
後
4
時
頃　
　

大
教
会

▼
学
生
生
徒
修
養
会
（
高
校
卒
業
生
コ
ー
ス
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
し
込
み
始
ま
る 

　

期 　
　

間
：
3
月
10
日
～ 

12
日
（
2
泊
3
日
）

－ 5－
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受
講
資
格
：
令
和
6
年
度
高
等
学
校
卒
業
予
定
者

　

受
講
御
供
：
五
千
円　

　
　
　
　
　

(

10
日
集
合
時
に
大
教
会
で
納
め
て
く
だ
さ
い) 

　

申
込
方
法
：
必
要
事
項
を
記
入
し
た
受
講
願
書
を
大
教
会     

　
　
　
　

 　
　

事
務
所
ま
で
お
持
ち
く
さ
だ
い
。

　

申
込
期
間
： 

12
月
25
日
～
2
月
15
日

　

集　
　

合
：
3
月
10
日 

午
前
9
時
30
分　
　

大
教
会

　

解　
　

散
：
3
月
12
日 

午
後
4
時
30
分
頃　

大
教
会

　

※
本
年
よ
り
大
学
の
部
・
高
校
卒
業
生
コ
ー
ス
共
に
、
申
し

込
み
の
際
の
返
信
用
封
筒
は
不
要
に
な
り
ま
し
た
。
受
講
者
の

必
要
事
項
は
2
月
15
日
以
降
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（H

appist

）

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
募
集
要
項
お
よ
び
受
講
願
書
は
大
教
会

事
務
所
に
あ
り
ま
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

▼
「
春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
」
に
つ
い
て

　

3
月
28
日
に
本
部
中
庭
に
お
い
て
、「
立
教

188
年
春
の
学
生

お
ぢ
ば
が
え
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
旭
日
学
生
会
も
前
日
か

ら
行
事
を
開
催
し
、
前
夜
祭
と
式
典
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、教
会
に
つ
な
が
る
学
生
（
新
高
校
一
年
生
を
含
む
）

の
方
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

－ 6－

1
日

9
日

15
日

24
日

25
日

26
日

元
旦
祭

教
祖
祭

霊
祭

部
長
会

直
轄
会

130
周
年
責
任
者
会
議

春
季
大
祭

役
員
教
会
長
夫
妻

　
　
　
　
　

研
修
会

布
教
の
家

　
　

卒
寮
生
の
集
い

役
員
会

法
律
相
談

大
教
会
12
月
の
動
き

大
教
会
1
月
の
予
定

婦
人
会
旭
日
支
部

　
　
　

第
90
回
総
会

教
祖
祭

神
殿
内
外
大
掃
除

女
鳴
物
講
師
研
修
会

霊
祭

部
長
会

直
轄
会

行
事
調
整
会

直
轄
婦
人

　
　
　

ひ
の
き
し
ん

直
属
婦
人

　
　
　
ひ
の
き
し
ん

月
次
祭

役
員
会

年
礼

墓
参

正
役
員
会

法
律
相
談

お
餅
つ
き

す
す
払
い

婦
人
会
ひ
の
き
し
ん

6
日
、
11
日
、
20
日

1
日

5
日

8
日

9
日

15
日

21
日

23
日

24
日

25
日

26
日

28
日

31
日



毎
月

日

期
日
厳
守

毎
月

日

期
日
厳
守

毎
月

日

期
日
厳
守

24

22

22

●
添
書

●
添
書

●
添
書

●
住
民
票
ま
た
は

受
講
資
格
＝
教
人
か
教
人

免
許
証
等
の
写
し

登
録
手
続
き
者

毎
月

日

時

毎
月

日

時

毎
月

日

時

27

14

27

8

27

11

月
は
正
月

日

月

日
か
ら
は
無
し

月

日
か
ら
は
無
し

1

5

7

27

7

27

―
事
前
研
修
会
―

月

日
か
ら
は
無
し

月

日
か
ら
は
無
し

12

27

12

27

日
～
月
末

●
本
人
認
印
持
参

●
本
人
認
印
持
参

27

●
全
員
参
加
厳
守

月
は
正
月

日
～

日

1

5

8

初
席
は
必
ず
運
び
済
み

日
～
各
期

日
間
の

日
～

日
間

27

5

27

21

事
前
研
修
は
必
ず
参
加

日
間

翌
日
に
検
定
試
験

15

身
上
者
・
付
添
者
・
夫
婦
者
・
子
供
連
れ
・
自
宅
通
学
の
方
は
出
願
時
に
必
ず

申
し
出
下
さ
い
。
特
に
身
上
他
要
注
意
の
場
合
、
教
養
掛
に
申
し
出
て
下
さ
い
。

出 願 心 得 旭日

修

養

科

教
人
資
格
講
習
会

教
会
長
資
格
検
定
講
習

集 合 日 時注 添 書 〆 切


